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馬毛島対策特別委員会・委員長報告

馬毛島への普天間基地移設並びに訓練移転に反対

　西之表市議会は馬毛島への米軍空母艦載機離着陸訓練（FCLP）施設及び関連する自衛隊施設建設に
反対しています。馬毛島対策特別委員会は、この問題と馬毛島を取り巻くその他の諸課題にも対応する
ための調査・研究を行うことを目的に、平成２５年２月に、議長を除く定数１５名で再設置されました。
　この特別号は、本特別委員会としてこれまで行った厚木基地と普天間基地の現地調査及び平成28年
６月の防衛省との意見交換会において得た情報から、防衛省からのこれまでの馬毛島に関する説明と提
示された資料を検証し、報告いたします。
　本特別委員会では先の意見交換会において防衛省に対し、ＦＣＬＰの恒久的施設建設を予定している
ことからも馬毛島明記を白紙撤回するよう求めました。これまで検証した結果、防衛省からの説明では
不確定な点が山積しており、予想される騒音の程度や軍事関連による落下物等生活面での不安を払拭で
きず、さらに軍事基地整備に伴う様々な交付金についても具体的説明が得られないと、結論づけました。

馬毛島対策特別委員会

　平成 28年 8月臨時議会で、「馬毛島への沖縄県の米軍普天間飛行場の移設並びに訓練移転に反対する意見
書」を全会一致で可決しました。また、7月 18日地元へ通知せず翁長沖縄県知事が突然に馬毛島視察を行っ
たことに対し、沖縄県と馬毛島への移転を提案するおおさか維新の会に対し抗議する決議も全会一致で可決
しました。

馬毛島への沖縄県の米軍普天間飛行場の移設並びに訓練移転に反対する意見書

　馬毛島へのＦＣＬＰ移転問題発生以降、沖縄、岩国、厚木などを訪問し、現状把握と情報収集を行い、本
年６月には、防衛省と意見交換を実施し、ＦＣＬＰの恒常的施設としての馬毛島明記の白紙撤回を求めた。
また、同月にはおおさか維新の会が米軍普天間飛行場などの訓練移転先として馬毛島の活用を提案して
いることに対し抗議する決議を全会一致で可決した。
～中略～
　そのような中、７月１８日、おおさか維新の会の下地幹郎議員の提案を受けて、翁長沖縄県知事による
馬毛島視察が、突然、地元の意向を無視して実施された。
　沖縄県は、戦中、戦後、地上戦を唯一体験し、甚大な犠牲を強いられ、その後の土地の強制収容、さらに
は米軍専用施設の７４％が集中していることにより、深刻な事件・事故も多数発生している。加えて、日
本の安全保障と地方自治の本旨について、深く思慮すべきとも考える。
　しかしながら、馬毛島への米軍普天間飛行場の移設並びに訓練移転については、種子島はもとより、屋
久島、鹿児島県本土などの周辺自治体へのさまざまな悪影響は必至となる。
　よって、馬毛島への沖縄県の米軍普天間飛行場の移設並びに訓練移転については、断固拒否し、反対する。

おおさか維新の会に抗議する決議書

　おおさか維新の会は、米軍普天間飛行場などの訓練移転先として馬毛島の活用を提案している。平成
２８年４月１８日衆議院環太平洋パートナーシップ協定等に関する国会の特別委員会においては安倍内
閣総理大臣に提案し、さらに５月２日付けで菅義偉官房長官宛ての要望書も提出するなど、地元の意向
を完全に無視する暴挙と言わざるを得ない行動である。
　馬毛島は太古から種子島の漁業地として歴史を有し、その位置は有人離島である種子島及び屋久島に
隣接し、南西諸島の航路や空路の幹線経路上にある。また、種子島においては、鉄砲伝来の歴史遺産と
宇宙開発の最先端基地を有し、農林水産業を基幹産業とし、観光振興を推進する平和な島である。
　米軍普天間飛行場の訓練地となれば、この種子島に限らず、種子島から２０㎞南の屋久島、トカラ列島、
北に４０㎞の鹿児島県本土など周辺自治体への様々な悪影響は必至となり、地元を頭ごなしにした訓練
移転を求める行為は絶対に許されない。
　よって、本市議会はおおさか維新の会に対し、米軍普天間飛行場などの訓練移転先として馬毛島の活
用に係る行動に強く抗議する。
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防衛省からの説明（説明資料より抜粋）
日米安全保障協議委員会（２プラス２）合意文書　資料①

「在日米軍の再編の進展」

4. 厚木飛行場から岩国飛行場への空母艦載機部隊の移駐を行うことから、日本政府は，新
たな自衛隊の施設のため，馬毛島が検討対象となる旨地元に説明することとしている。南
西地域における防衛態勢の充実の観点から，同施設は，大規模災害を含む各種事態に対処
する際の活動を支援するとともに，通常の訓練等のために使用され，併せて米軍の空母艦
載機離発着訓練の恒久的な施設として使用されることになる。

①自衛隊の利用
　必要な訓練施設を馬毛島に整備し、大規模災害が発生した場
合の拠点としても活用して行きたい。大規模災害時には、全国
の自衛隊の陸上、海上の部隊が被災地に展開し、活動する際の
拠点として活用するために、物資用の倉庫や滑走路、港湾施設、
生活関連施設などを整備する計画。また、島しょ部攻撃への対
応として、離島への上陸訓練、高度潜入訓練、パラシュートによ
る降下訓練、さらに、上陸後の展開・対処訓練といったところが
想定される。

②米軍　ＦＣＬＰ・タッチアンドゴー訓練
　「ＦＣＬＰ」とは昼間夜間の訓練を含めて米軍の空母艦載機
が安全に空母に着艦できるよう、ジェット戦闘機のパイロット
の技術を維持するために、必要不可欠な着陸訓練。飛行場の滑
走路の一部を空母とみたてて実施。ＦＣＬＰ訓練期間は、1 回当
りの訓練で 10 日ほど。事前の準備等含めて、最大約 30 日。年に
1 ～ 2 回、最大 60 日で、その間 20 日程度飛行訓練が行われる。

防衛省の馬毛島計画

●訓練施設の維持・管理は
自衛隊が実施

●部隊配置に伴い、所属隊員やその家族
が居住するための宿舎を種子島に整備

２０１１年６月２１日
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が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

防衛省説明の検証
平成２８年６月２日防衛省との意見交換会より報告します。

●衆議院第一議員会館にて

●防衛省との意見交換の様子

●綾瀬市調査の様子

【
報
告
】
①
厚
木
基
地
と

　
　

周
辺
自
治
体
の
状
況

　

一
方
で
、
国
、
防
衛
省
、

米
軍
の
、
住
民
組
織
へ
の
対

応
は
冷
た
く
、
住
民
か
ら
の

苦
情
や
抗
議
は
聞
き
入
れ

な
い
と
い
う
対
応
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
日
米
地
位
協
定

に
よ
っ
て
、
米
軍
関
係
者
と

の
交
通
事
故
が
、
公
務
上
と

な
る
と
治
外
法
権
と
な
り
、

そ
う
い
っ
た
事
件
が
過
去

に
多
発
し
て
い
る
。
飲
酒
に

よ
る
事
件
や
、
少
女
暴
行
事

件
等
に
つ
い
て
警
察
権
力

が
及
ば
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

一
方
、
綾
瀬
市
や
大
和
市

な
ど
地
方
自
治
体
は
、
19
年

か
か
っ
た
第
１
次
訴
訟
で

勝
ち
と
っ
た
違
法
爆
音
で

あ
る
と
の
認
定
の
過
程
で
、

騒
音
デ
ー
タ
を
提
供
し
た

り
、
首
長
ら
が
裁
判
で
現

状
を
訴
え
た
り
す
る
な
ど
、 ●爆音防止期成同盟調査の様子



防衛省からの説明（説明資料より抜粋）
日米安全保障協議委員会（２プラス２）合意文書　資料①

「在日米軍の再編の進展」

4. 厚木飛行場から岩国飛行場への空母艦載機部隊の移駐を行うことから、日本政府は，新
たな自衛隊の施設のため，馬毛島が検討対象となる旨地元に説明することとしている。南
西地域における防衛態勢の充実の観点から，同施設は，大規模災害を含む各種事態に対処
する際の活動を支援するとともに，通常の訓練等のために使用され，併せて米軍の空母艦
載機離発着訓練の恒久的な施設として使用されることになる。

①自衛隊の利用
　必要な訓練施設を馬毛島に整備し、大規模災害が発生した場
合の拠点としても活用して行きたい。大規模災害時には、全国
の自衛隊の陸上、海上の部隊が被災地に展開し、活動する際の
拠点として活用するために、物資用の倉庫や滑走路、港湾施設、
生活関連施設などを整備する計画。また、島しょ部攻撃への対
応として、離島への上陸訓練、高度潜入訓練、パラシュートによ
る降下訓練、さらに、上陸後の展開・対処訓練といったところが
想定される。

②米軍　ＦＣＬＰ・タッチアンドゴー訓練
　「ＦＣＬＰ」とは昼間夜間の訓練を含めて米軍の空母艦載機
が安全に空母に着艦できるよう、ジェット戦闘機のパイロット
の技術を維持するために、必要不可欠な着陸訓練。飛行場の滑
走路の一部を空母とみたてて実施。ＦＣＬＰ訓練期間は、1 回当
りの訓練で 10 日ほど。事前の準備等含めて、最大約 30 日。年に
1 ～ 2 回、最大 60 日で、その間 20 日程度飛行訓練が行われる。

防衛省の馬毛島計画

●訓練施設の維持・管理は
自衛隊が実施

●部隊配置に伴い、所属隊員やその家族
が居住するための宿舎を種子島に整備

２０１１年６月２１日

資料②

騒
音
問
題

交
付
金

落
下
物
や
事
故

騒
音
問
題

米
軍
訓
練
の
通
知

【
防
衛
省
】
騒
音
に
つ
い
て

は
予
想
図
を
示
し
、
常
時
訓

練
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
西

之
表
市
と
中
種
子
町
へ
の
影

響
は
少
な
い
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
馬
毛
島
で
調
査

し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
部
分

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
示
し

て
い
る
飛
行
ル
ー
ト
は
机
上

で
想
定
し
た
も
の
で
す
の

で
、
滑
走
路
の
方
向
も
種
子

島
空
港
と
同
じ
よ
う
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
特
に

島
の
場
合
に
は
、
非
常
に
静

穏
な
環
境
で
、
少
し
の
音
で

も
煩
わ
し
く
感
じ
る
と
い
う

の
は
よ
く
理
解
し
ま
す
。
騒

音
対
策
と
し
て
特
定
の
地
域

に
は
住
宅
工
事
や
各
種
の
施

策
を
取
っ
て
い
ま
す
。

【
防
衛
省
】
基
地
関
係
の
交

付
金
は
３
種
類
あ
り
ま
す

が
、
馬
毛
島
に
関
し
て
交
付

額
が
い
く
ら
に
な
る
の
か
、

現
時
点
で
答
え
る
の
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

【
防
衛
省
】
米
軍
基
地
の
周

辺
自
治
体
で
は
、
墜
落
や
部

品
落
下
等
の
事
故
が
続
い
て

い
ま
す
。
確
か
に
部
品
の
落

下
は
戦
闘
機
に
限
ら
ず
あ
り

ま
す
。

　

米
軍
自
衛
隊
に
限
ら
ず
、

周
辺
の
影
響
と
い
う
の
は
避

け
ら
れ
ず
、
騒
音
と
い
う
問

題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

厚
木
基
地
に
お
け
る
第
３

次
騒
音
訴
訟
は
、
75
Ｗ
値
以

上
を
違
法
爆
音
で
損
害
賠
償

の
対
象
と
し
、
約
51
億
円
の

補
償
を
命
じ
る
判
決
と
な

り
、
ま
た
当
時
の
中
曽
根
首

相
は
、
国
会
答
弁
で
「
厚
木

の
爆
音
は
受
忍
限
度
を
超
え

て
い
る
」
と
発
言
し
、
住
民

運
動
の
大
き
な
弾
み
と
な
っ

た
。

　

米
軍
に
よ
る
空
母
艦
載
機

の
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
騒
音
問
題
や
事

故
等
の
発
生
状
況
等
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
１
月
27
日
か

ら
29
日
ま
で
、
神
奈
川
県
大

和
市
と
綾
瀬
市
、
及
び
住
民

代
表
ら
を
訪
ね
、
情
報
収
集

を
行
っ
た
。

【
防
衛
省
】
日
米
間
で
は
合

意
が
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な

例
外
も
あ
り
ま
す
。
米
軍
の

訓
練
の
詳
細
や
通
常
訓
練
に

つ
い
て
、
米
軍
か
ら
日
本
に

通
知
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

の
は
非
常
に
難
し
い
と
思
い

ま
す
。

（
西
之
表
市
議
会
）
米
軍
は
、

事
件
や
事
故
の
際
に
強
い
要

請
が
あ
っ
た
の
ち
に
よ
う
や

く
対
応
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

周
辺
自
治
体
は
夜
間
訓
練

に
つ
い
て
米
軍
か
ら
の
通
知

が
無
い
こ
と
を
苦
慮
し
て
い

ま
す
。

（
西
之
表
市
議
会
）
厚
木
基

地
で
は
、
夜
10
時
か
ら
朝
６

時
ま
で
の
騒
音
防
止
協
定

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
例

外
規
定
が
あ
り
、
夜
間
に

飛
ん
で
い
る
実
態
が
あ
り

ま
す
。
厚
木
基
地
で
急
き
ょ

Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
が
行
わ
れ

た
際
に
は
地
域
住
民
か
ら

の
苦
情
が
２
，
７
０
０
件
に

も
上
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
の
実
態

は
防
衛
省
の
説
明
を
は
る

か
に
超
え
る
状
況
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

防衛省説明の検証
平成２８年６月２日防衛省との意見交換会より報告します。

●衆議院第一議員会館にて

●防衛省との意見交換の様子

●綾瀬市調査の様子

【
報
告
】
①
厚
木
基
地
と

　
　

周
辺
自
治
体
の
状
況

　

一
方
で
、
国
、
防
衛
省
、

米
軍
の
、
住
民
組
織
へ
の
対

応
は
冷
た
く
、
住
民
か
ら
の

苦
情
や
抗
議
は
聞
き
入
れ

な
い
と
い
う
対
応
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
日
米
地
位
協
定

に
よ
っ
て
、
米
軍
関
係
者
と

の
交
通
事
故
が
、
公
務
上
と

な
る
と
治
外
法
権
と
な
り
、

そ
う
い
っ
た
事
件
が
過
去

に
多
発
し
て
い
る
。
飲
酒
に

よ
る
事
件
や
、
少
女
暴
行
事

件
等
に
つ
い
て
警
察
権
力

が
及
ば
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

一
方
、
綾
瀬
市
や
大
和
市

な
ど
地
方
自
治
体
は
、
19
年

か
か
っ
た
第
１
次
訴
訟
で

勝
ち
と
っ
た
違
法
爆
音
で

あ
る
と
の
認
定
の
過
程
で
、

騒
音
デ
ー
タ
を
提
供
し
た

り
、
首
長
ら
が
裁
判
で
現

状
を
訴
え
た
り
す
る
な
ど
、 ●爆音防止期成同盟調査の様子



住
民
組
織
と
協
力
関
係
に

あ
る
。
厚
木
基
地
で
は
、
住

民
運
動
の
成
果
と
し
て
22

時
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で
飛

行
制
限
を
設
け
て
い
る
が
、

「
米
軍
の
運
用
上
必
要
・
緊

要
と
認
め
た
場
合
」
と
い
う

例
外
規
定
が
あ
る
。

　

通
常
訓
練
や
Ｎ
Ｌ
Ｐ
（
夜

間
訓
練
）
以
外
は
自
治
体
へ

の
連
絡
は
一
切
無
い
。
現

在
Ｎ
Ｌ
Ｐ
訓
練
は
、
硫
黄

島
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

天
候
に
よ
っ
て
は
厚
木
基

地
で
も
実
施
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
ま
た
、
空
母
が
入

港
す
る
年
は
、
１
２
０
日
〜

１
８
０
日
の
間
は
非
常
に

騒
音
が
激
し
く
な
る
。

落
下
物
等
に
よ
る
事

故
状
況

米
軍
基
地
と

　
　
　
　

沖
縄
県

▽
１
９
６
４
年　

舘
野
鉄
工

所
に
墜
落（
住
民
５
人
死
亡
、

４
戸
全
半
焼
）

▽
１
９
７
７
年　

横
浜
市
緑

区
に
墜
落
（
３
名
死
亡
、
７

　

平
成
21
年
か
ら
25
年
ま
で

の
事
件
・
事
故
の
発
生
件
数

●騒音の状況を確認

●厚木基地現地調査の様子
名
重
軽
傷
、
２
戸
全
焼
）

▽
２
０
１
２
年　

綾
瀬
市

に
最
大
２
メ
ー
ト
ル
の
艦

載
機
部
品
落
下

▽
２
０
１
３
年
12
月　

三

浦
市
で
ヘ
リ
墜
落
横
転
事

故
（
米
兵
士
２
名
負
傷
）

▽
２
０
１
４
年
１
月
艦
載

機
か
ら
長
さ
17
㎝
、
厚
さ
５

㎜
の
鉄
板
が
落
下
し
車
の

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
破
損

　

事
故
の
都
度
抗
議
す
る

が
、
日
本
の
警
察
は
現
場
に

立
ち
入
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
厚
木
基
地
は
日
米
共
同

使
用
と
な
っ
て
お
り
自
衛

隊
も
入
っ
て
い
る
が
、
事
故

の
場
合
全
て
の
指
揮
権
が

米
軍
側
に
あ
る
。

宜
野
湾
市

　

平
成
27
年
１
月
27
日
か
ら

29
日
の
日
程
で
、
沖
縄
県
と

普
天
間
飛
行
場
の
あ
る
宜
野

湾
市
で
の
聞
き
取
り
調
査
、

及
び
普
天
間
飛
行
場
や
辺
野

古
埋
め
立
て
地
、
嘉
手
納
飛

行
場
の
現
地
視
察
を
実
施
し

た
。

　

沖
縄
本
島
の
面
積
の
18
％

が
米
軍
基
地
で
あ
り
、
特
に

利
用
価
値
が
高
い
中
南
部
の

平
坦
な
地
域
に
米
軍
基
地
が

集
中
し
、米
軍
の
訓
練
空
域
・

水
域
は
東
西
１
千
㎞
、
南
北

４
０
０
㎞
の
広
大
な
面
積
と

な
り
、
漁
業
や
民
間
の
運
行

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

　

普
天
間
飛
行
場
は
約
４
８

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
市
全
体
面

積
の
４
分
の
１
で
、
民
有
地

が
約
92
％
を
占
め
る
。
部
品

落
下
や
墜
落
事
故
は
、
年
平

均
で
約
２
回
、
総
計
97
回
発

生
。
騒
音
被
害
は
１
万
６
千

回
以
上
あ
り
、
環
境
基
準
値

超
過
日
数
２
２
７
日
、
地
デ

ジ
受
信
障
害
３
８
７
件
と

な
っ
て
お
り
、
根
本
的
原
因

で
あ
る
普
天
間
飛
行
場
を
早

期
に
閉
鎖
・
返
還
す
る
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
に
よ
り
、
騒
音
最
高

※
詳
細
は
以
下
の
通
り
過

去
の
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〇
厚
木
基
地
と
周
辺
自
治

体
の
状
況
↓
議
会
だ
よ
り

95
号
（
平
成
26
年
５
月
発

行
Ｐ
９
）

〇
普
天
間
基
地
と
沖
縄
県

や
地
元
自
治
体
の
状
況
↓

議
会
だ
よ
り
99
号
（
平
成

27
年
４
月
発
行
Ｐ
10
）

〇
防
衛
省
説
明
の
検
証
と

意
見
交
換
内
容
報
告
↓
議

会
だ
よ
り
104
号
（
平
成
28

年
８
月
発
行
Ｐ
11
）

値
は
１
０
２
デ
シ
ベ
ル
で
あ

り
、
低
空
飛
行
や
騒
音
苦
情

も
増
え
て
い
る
。戦
闘
機
は
、

１
２
０
デ
シ
ベ
ル
も
あ
る
。

一
方
、
日
米
両
政
府
間
で
飛

行
規
制
に
関
す
る
合
意
が
あ

る
も
の
の
、
示
さ
れ
た
飛
行

状
況
調
査
資
料
に
よ
る
と
、

そ
の
多
く
が
場
周
経
路
を
逸

脱
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

●沖縄県基地対策課調査の様子

②
普
天
間
基
地
と
沖
縄
県
や

地
元
自
治
体
の
状
況

は
合
計
１
，
５
１
７
件
、
年

平
均
３
０
３
件
、
月
平
均
25

件
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
毎

日
何
ら
か
の
事
件
・
事
故
が

発
生
し
て
い
る
。
特
に
平
成

７
年
少
女
暴
行
事
件
な
ど

の
重
大
事
件
や
、
沖
縄
国
際

大
学
構
内
へ
の
海
兵
隊
所

属
の
Ｃ
Ｈ
‐
53
Ｄ
ヘ
リ
コ

ブ
タ
ー
墜
落
事
故
な
ど
の

重
大
事
故
が
あ
り
、
飛
行
機

や
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
の
部
品

落
下
等
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　

平
成
８
年
日
米
両
政
府

に
お
い
て
航
空
機
騒
音
規

制
処
置
が
合
意
さ
れ
、
で
き

る
限
り
学
校
、
病
院
を
含

む
人
口
密
集
地
域
上
空
を

避
け
る
こ
と
や
深
夜
10
時

か
ら
早
朝
６
時
の
間
の
飛

行
及
び
地
上
で
の
活
動
は
、

米
国
の
運
用
上
の
所
用
の

た
め
必
要
と
考
え
ら
れ
る

も
の
に
制
限
さ
れ
る
な
ど

と
な
っ
て
い
る
が
、
で
き
る

限
り
や
必
要
に
応
じ
て
な

ど
の
言
葉
が
つ
い
て
い
る

の
で
、
米
軍
の
航
空
機
騒
音

は
、
減
ら
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

●辺野古地区現地調査の様子

●展望所より嘉手納基地を見る


